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HAKUJYUJI　Rehabilitation Hospital

看護小規模多機能ホーム

今

２０２３年４月に新しい施設がついに仲間入り。

その名も、看護小規模多機能ホーム“ずっと一緒に”。

様々なケースに対応でき、その人に合ったサービスを提供する。
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訪問看護 通い

訪問介護 泊まり
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Arts in HospitalArts in Hospital

“風の音楽”

　脳卒中（脳梗塞・脳出血・クモ膜下出血）

は以前は死亡率１位の病気でしたが、医療

の進歩や救急体制の整備によって近年死

亡率は第４位となり、死に至らない疾患と

なってきました。しかし介護を必要とする要

因の第２位になっており、患者さんの日常

生活が大きく障害されることが多いのが脳

卒中の特徴です。

　脳卒中により脳の細胞がダメージを負うこ

とで、身体の麻痺や感覚の障害、言語や飲

み込みの障害などの後遺症が残ることがあ

り、日常生活に大きな支障をきたしてしまう

可能性があります。このような様々な障害に

対しリハビリテーションを行い、患者さんのよ

り良い生活を一緒に目指します。神経機能

の回復のメカニズムはまだ良くわかっていな

いことも多いのですが、少なくとも早期にリ

ハビリテーションを開始すると、機能予後は

格段に良くなることがわかっています。

　発症～数日で脳内のむくみや血液の流

れが改善することで症状が軽減していきま

すが、この時期には発症直後の治療・看護

と並行してリハビリテーションが開始されま

す。２０２２年度当院入院の脳卒中患者さん

は入院から平均１．６日でリハビリテーション

を開始しています。何を目標にどのようなリ

ハビリテーションを行うかは、患者さんの状

態ごとに異なります。そのため、主治医や

看護師、リハビリテーションスタッフ（理学

療法士、作業療法士、言語聴覚士）などで

身体機能の回復具合や日常生活状況を

チェックし、個々の患者さんの症状に合わ

せたリハビリテーションを提案します。そし

てリハビリスタッフが病室へ訪問し、歩く・手

を使う・飲み込み・言葉等の練習を行って

いきます。しかし、リハビリテーションには患

者さんご自身の意欲が必要不可欠ですの

で、決して病院スタッフだけでリハビリテー

ションの目標や内容は決定しません。患者

さん、ご家族様と一緒にどのような目標に向

かってどのようなリハビリテーションを行っ

ていくか決定していきます。

　脳卒中は急に発症するため患者さんの

心理的負担ははかりしれません。身体的な

ケアと同時に不安や後遺症の理解を助け

るための精神的な支援も行っていきます。

当院には『脳卒中相談窓口』がございます

ので、脳卒中に関する困りごとや悩み事が

あれば窓口にご相談いただけますと専門ス

タッフにて対応いたします。１日も早い社会

復帰へのお手伝いをさせていただきます。

海や山、広がる田園、豊かな自然に包まれると、
ふと癒される瞬間があります。
皆さまに親しみを感じていただけるよう、
福岡市西区を中心とした自然をモチーフに、
自然が持つ癒しのエネルギーをアートに込めて…
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はじめました！

友だち募集中！！

いしまるしぇ公式アカウント

T A K A Y U K I  N A K A Y A M A

　　　　　康な限り続けられる生涯スポーツを

　　　　　みなさん何かお持ちでしょうか？私

はゴルフがまさに生涯スポーツになると思い

ます。ゴルフは１コース１８ホールで構成され

決められた打数に対していかに少ない打数

で回り終えるかを競うスポーツです。ゴルフと

いうと敷居が高いスポーツという認識が多い

と思いますが、平日のラウンドは土日の４割

程度と安く、女性も多く気軽に始められるも

のへと変わりつつあります。

　私がゴルフを始めたのは職場の先輩の誘

いがきっかけでした。現在ゴルフを始めてか

ら１０年が経ち以前は理解できなかった、ゴ

ルフ中継を見る楽しさや駅のホームで傘を

使って素振りしているおじさんの気持ちに共

感できます。止まっているボールを打つとい

う一見簡単そうに見えるスポーツですが、こ

れが本当に難しい。でも難しいからこそ飽きが

こない追求できるスポーツでもあると思います。

　そして魅力としては多くの人と交流が出来

ることが大きいと思います。半日一緒にラウ

ンドするだけで半年分相当の距離感が近付

きます。ただのスポーツではなく社会交流・

勉強の場であり、離れていてもゴルフを通し

てまた会えるのです。

　主な成績はリハ部ゴルフ大会優勝、白十

字病院ゴルフコンペ優勝、拾六町１．２丁目

ゴルフ大会優勝、ホールインワン1回！など

があります。そして今年は競技ゴルフに参加

し７月に九州予選出場予定となっています。

　ゴルフの楽しみとして、色々な場所に行き

ご当地の昼食を楽しんだり、コース内の絶景

で写真を撮ったり、珍プレー、好プレーの話

をしながら温泉に入ったりと楽しいことがたく

さんです。ゴルフ仲間としていろんな人との

繋がりが持てるゴルフをこれからも続けてい

きたいと思うし、多くの人にも始めて欲しいと

思います。ぜひ一緒に生涯スポーツとして

始めてみませんか。

K O U K I  W A K A T A

　　　 十字病院に入職し、６年目になる

　　 臨床検査技師の和方です。臨床検

査技師は、その名のとおり「検査」をする職

業です。その検査の中には、検体検査や微

生物検査、生理検査、病理検査などがあり

ます。

　私が臨床検査技師を目指したきっかけ

は、医師の診断の支えとなる、言わば「縁の

下の力持ち」となりたかったからです。学生

のころからリーダーを支える役回りが好き

だった私は、漠然と医療に携わる仕事をし

たいと思い、調べてみると、臨床検査技師と

いう職業を知りました。血液や尿などの検体

を検査したり、心電図やエコーなどの患者さ

ん自身を検査したりしたデータを報告し、医

師が診断するということは、まさに「縁の下の

力持ち」であり、とても興味が湧き、臨床検

査技師を目指そうと思いました。

　私は４年間、大学で解剖学や生理学など

の基礎的な医学知識や、臨床化学や臨床

血液学、臨床微生物学、臨床生理学、病理

組織細胞学などの専門的な知識を学びまし

た。また、病院実習で医療の現場を学ばせ

ていただきました。そして国家試験に合格

し、臨床検査技師になることができました。

　現在、私は微生物検査の業務を担当して

います。患者さんから採取した尿や喀痰な

どの検体に病気の原因となる細菌がいない

か検査したり、その細菌にはどのような薬が

効くかを検査したりしています。前述の「診

断」の支えというよりは、「治療」の支えとなる

業務ではありますが、検査をすることで「診

断の支え」となることが臨床検査技師の仕

事だと思っていた私から一歩踏み出したよう

な気がして非常にやりがいを感じています。

また、より専門的な知識を得るために、資格

取得にむけて勉強しています。これからも

臨床検査技師として成長できるよう、頑張っ

ていきます。
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